
「
六
十
歳
に
し
て
、
作
家
を
め
ざ
す
…
さ
れ
ど
、
道

は
険
し
い
」
は
、
平
成
十
九
年
六
月
二
日
第
十
三
回
の

工
学
部
同
窓
会(
悠
久
会)

埼
玉
支
部
総
会
の
席
上
、
支

部
役
員
か
ら
私
に
与
え
ら
れ
た
講
演
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。

私
が
工
学
部
卒
で
あ
り
な
が
ら
、
何
故
こ
の
年
で
物
書

き
を
め
ざ
す
の
か
？
経
緯
や
動
機
に
つ
い
て
会
員
の
前

で
講
演
し
て
欲
し
い
と
の
要
請
だ
っ
た
。

そ
の
時
の
講
演
趣
旨
を
補
足
し
て
再
録
す
る
。

平
成
十
三
年
一
月
会
社
定
年
と
な
り
、
趣
味
の
ダ
ン

ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

Ｈ
Ｐ)

を
立
ち
上
げ
た
。
遅
れ
て

小
説
の
Ｈ
Ｐ
を
開
設
。
何
故
立
ち
上
げ
た
か
は
後
述
す

る
。
現
在
小
説
Ｈ
Ｐ
に
短
編
・
長
編
合
わ
せ
て
二
十
二

編
の
小
説
と
五
十
数
編
の
随
想
録
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

ダ
ン
ス
Ｈ
Ｐ
に
駄
句(

俳
句
・
短
歌)

が
並
ん
で
い
る
。

定
年
前
に
信
州
某
俳
句
結
社
に
所
属
し
た
が
、
ダ
ン
ス

を
句
材
と
し
て
詠
む
私
の
叙
情
的
俳
句
と
結
社
長
老
と

意
見
相
容
れ
ず
、
己
の
未
熟
と
素
質
無
さ
を
棚
に
上
げ

「
男
子
の
本
懐
小
説
に
あ
り
、
俳
句
に
あ
ら
ず
」
と
規

す
る
と
こ
ろ
あ
っ
て
二
年
で
退
会
し
た
。

家
内
の
ダ
ン
ス
の
友
人
に
、
詩
人
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ウ

の
四
郎
氏
の
奥
様
が
い
た
。
家
内
も
私
も
、
当
初
そ
の

奥
様
が
、
佐
藤
家
の
係
累
だ
と
知
っ
て
い
た
訳
で
は
な

い
。
や
が
て
、
親
し
く
な
っ
て
文
京
区
本
郷
弥
生
町
に

あ
る
「
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ウ
記
念
館
」
に
案
内
さ
れ
て
何

度
か
足
を
運
ん
だ
。
昭
和
十
二
年
、
佐
藤
家
に
四
郎
誕

生
で
、
ハ
チ
ロ
ウ
が
東
大
病
院
に
近
い
弥
生
町
に
移
り

住
み
、
昭
和
四
十
八
年
年
七
十
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
こ

こ
で
三
十
七
年
間
暮
ら
し
た
自
宅
で
あ
る
。

弥
生
町
の
記
念
館
は
、
今
や
奥
様
の
郷
里
岩
手
県
北

上
市
展
勝
地
公
園
内
に
平
成
八
年
移
設
さ
れ
新
観
光
名

所
に
な
っ
た
。
初
代
館
長
が
ハ
チ
ロ
ウ
の
妻
房
枝
さ
ん

で
、
北
上
市
展
勝
地
公
園
移
転
後
の
二
代
目
館
長
が
四

郎
氏
で
あ
る
。
奥
様
と
は
縁
あ
っ
て
親
し
く
交
際
さ
せ

て
戴
き
、
北
上
市
教
育
委
員
会
主
催
の
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ

ウ
記
念
館
落
成
式
典
に
友
人
と
し
て
家
内
と
参
加
し
た
。

ハ
チ
ロ
ウ
異
母
妹
と
し
て
式
典
列
席
し
、
当
時
文
春
に

大
河
小
説
「
血
脈
」
連
載
中
の
小
説
家
佐
藤
愛
子
さ
ん

と
一
緒
に
撮
っ
た
写
真
が
、
私
の
小
説
の
Ｈ
Ｐ
の
ト
ッ

プ
頁
を
飾
っ
て
い
る
。

佐
藤
家
の
人
々
と
の
こ
う
し
た
出
会
い
も
、
私
を
小

説
執
筆
に
向
か
わ
せ
た
動
機
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

次
に
別
の
執
筆
動
機
を
詳
し
く
述
べ
た
い
。

平
成
十
四
年
十
二
月
、
九
十
三
歳
で
逝
っ
た
母
の
七

七
忌
が
終
わ
り
、
部
屋
の
遺
品
を
整
理
し
て
い
た
時
の

こ
と
で
あ
る
。
偶
然
押
入
れ
の
上
に
あ
る
天
袋
戸
棚
を

覗
く
と
、
そ
の
奥
か
ら
変
色
し
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
が
一

つ
出
て
き
た
。
そ
れ
は
、
少
年
期
か
ら
青
年
期
の
私
が

書
き
溜
め
た
創
作
ノ
ー
ト
・
手
紙
類
・
原
稿
の
束
そ
し

て
同
人
誌
等
で
あ
る
。

亡
母
の
部
屋
の
押
入
れ
天
袋
戸
棚
に
、
何
故
古
い
創

作
ノ
ー
ト
や
原
稿
束
が
保
管
さ
れ
て
い
た
の
か
？
今
で

も
自
問
し
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

途
切
れ
た
記
憶
の
糸
を
手
繰
り
寄
せ
な
が
ら
、
結
び

直
す
作
業
に
そ
れ
は
似
て
い
た
。
父
は
確
か
に
し
が
な

い
工
業
高
校
教
員
だ
が
蔵
前
出(
現
東
京
工
業
大)

の
男
。

そ
の
息
子
が
詩
・
小
説
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
し
、
己
の
使

命
を
忘
れ
る
と
は
何
た
る
軟
弱
さ
と
明
治
女
の
気
骨
を

み
せ
て
母
か
ら
叱
責
受
け
た
記
憶
が
あ
る
。

私
の
文
学
歴
は
、
高
校
二
年
の
時
一
年
間
病
気
休
学

し
た
こ
と
に
遡
る
。
無
聊
を
慰
め
る
た
め
原
稿
用
紙
の

升
目
を
う
め
て
過
ご
し
た
。
多
感
な
仲
間
と
、
「
え
ぞ

う
ぷ(=

イ
ソ
ッ
プ)

」
と
い
う
同
人
誌
を
創
刊
す
る
。
自

宅
は
、
松
本
の
文
化
村
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
あ
り
、
近

隣
に
医
師
・
大
学
教
授
、
画
家
・
彫
刻
家
、
詩
人
・
作

家
・
写
真
家
い
わ
ゆ
る
松
本
の
文
化
人
を
自
称
す
る
人
々

が
住
む
澤
村
だ
っ
た
。
高
校
同
窓
の
ポ
プ
リ
研
究
家
で

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
熊
井
明
子(

旧
姓
井
口
明
子

映
画
監

督
熊
井
啓
夫
人)

も
住
人
の
一
人
だ
っ
た
。

大
学
二
年
悠
久
寮
入
寮
時
代
の
昭
和
三
十
七
年
、
高

校
時
代
執
筆
の
作
品
を
下
敷
き
に
し
て
長
岡
の
雪
体
験

を
基
に
、
京
都
大
学
新
聞
社
の
懸
賞
小
説
募
集
に
「
雪
」

と
い
う
作
品
で
応
募
し
た
。
因
み
に
翌
年
私
は
、
長
岡

で
通
称
三
八
豪
雪
に
遭
遇
す
る
。

当
時
、
文
学
賞
が
少
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。

全
国
大
学
生
を
対
象
に
し
た
京
大
新
聞
社
の
こ
の
賞

は
、
作
家
を
目
指
す
文
学
青
年
の
憧
れ
で
あ
っ
た
。
何

故
な
ら
選
者
に
、
芥
川
賞
選
考
委
員
の
伊
藤
整
、
野
間

宏
の
二
名
が
名
を
連
ね
、
入
選
者
の
中
か
ら
何
人
か
が

作
家
デ
ビ
ュ
ウ
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
年
何
と
！
私
の
「
雪
」
が
入
選
し
た
。
今
で
も

選
者
の
選
考
評
を
読
み
返
す
と
心
が
躍
る
。

軟
弱
で
慢
心
気
味
の
私
は
、
在
学
中
は
特
に
大
学
卒

業
し
入
社
後
も
、
「
東
京
に
出
て
こ
い
！
」
と
の
高
校

同
窓
の
作
家
志
望
の
友
人
の
誘
い
に
早
く
応
え
た
か
っ

た
。
会
社
の
寮
に
戻
る
と
作
家
を
夢
見
て
、
松
本
の
同

人
雑
誌
と
関
わ
り
創
作
活
動
に
励
ん
だ
。

「
お
ま
え
は
本
分
を
忘
れ
て
い
る
。
無
名
作
家
を
我

社
の
高
崎
研
究
所
に
入
れ
た
覚
え
は
な
い
ぞ
！
」

一
連
の
創
作
活
動
が
会
社
に
露
見
し
、
私
を
買
っ
て

入
社
さ
せ
た
研
究
所
役
員
か
ら
一
喝
を
食
ら
う
。
役
員

は
偶
々
父
の
蔵
前
時
代
の
友
人
で
あ
っ
た
。
工
学
部
応

用
化
学
科
卒
の
私
に
期
待
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
そ
う

し
た
執
筆
活
動
で
な
い
こ
と
は
自
明
の
理
で
、
前
述
の

母
の
叱
責
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。

二
十
六
歳
の
研
究
所
勤
務
の
私
は
、
父
友
人
の
役
員

の
手
前
小
説
執
筆
を
封
印
し
た
。
定
年
ま
で
の
三
十
余
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年
間
、
本
社
勤
め
の
間
も
絶
筆
を
続
け
た
。
で
も
憂
さ

を
は
ら
す
か
の
よ
う
に
、
対
外
的
な
専
門
領
域
の
執
筆
・

講
演
活
動
に
意
欲
的
だ
っ
た
。
日
本
能
率
協
会
や
学
・

協
会
、
商
工
会
議
所
の
執
筆
・
講
演
依
頼
を
受
け
た
。

論
文
は
、
国
民
経
済
研
究
所
の
産
業
動
向
誌
、
化
学
経

済
研
究
所
化
学
経
済
誌
、
日
刊
工
業
、
工
業
調
査
会
等

の
化
学
系
専
門
誌
に
掲
載
さ
れ
読
者
を
惹
き
つ
け
た
。

オ
ー
ム
社
の
Ｍ
ｏ
Ｌ
誌
の
社
外
編
集
委
員
も
勤
め
た
。

国
の
調
査
研
究
に
携
わ
る
転
機
が
き
た
。

昭
和
五
十
八
年
か
ら
六
十
年
ま
で
の
三
年
間
、(

財)

先
端
加
工
機
械
技
術
振
興
協
会
（
理
事
長
・
岡
崎
嘉
平

太
）
「
先
端
技
術
の
解
析
評
価
計
測
検
査
に
関
す
る
調

査
報
告
書
」
の
研
究
委
託
で
あ
っ
た
。
和
光
市
理
化
学

研
究
所
に
も
出
入
り
し
、
後
の
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
先

端
的
研
究
者
や
自
在
研
究
所
の
森
政
弘
、
京
大
工
学
部

沖
野
教
郎
、
東
大
工
学
部
長
（
吉
川
弘
之
）
、
都
立
大

工
学
部
長(

古
川
勇
二)

と
講
演
会
や
調
査
研
究
で
接
触

し
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

平
成
六
年
、
（
社
）
研
究
産
業
協
会
が
毎
年
実
施
の

(

会
長
・
飯
田
康
太
郎)

、
「
我
国
無
名
の
独
創
的
先
達
」

の
一
人
に
図
ら
ず
も
私
が
選
出
さ
れ
る
と
い
う
栄
誉
を

得
た
。
こ
の
企
画
は
、
後
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ

の
基
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
現
在
で
も
経
済
産
業

省
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
る
が
、
前
述
の
国
の
調
査
研

究
が
端
緒
に
な
っ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

か
よ
う
に
私
は
、
物
書
き
の
道
を
諦
め
企
業
研
究
開

発
者
と
し
て
専
門
領
域
で
生
き
た
け
れ
ど
、
決
し
て
人

生
を
悔
い
て
は
い
な
い
。
上
司
譴
責
で
創
作
活
動
封
印

後
、
す
ね
て
生
き
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。

反
抗
期
の
少
年
が
父
に
反
発
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

将
来
の
進
路
面
で
父
と
の
確
執
は
絶
え
ず
、
某
私
大
文

学
部
を
切
望
し
た
が
、
父
の
失
職
で
一
家
赤
貧
に
陥
り

私
大
を
諦
め
志
望
を
国
立
校
工
学
部
に
変
更
後
も
、
つ

い
弾
み
で
「
在
学
中
の
仕
送
り
は
一
切
い
ら
な
い
！
」

と
啖
呵
を
切
っ
た
あ
の
頃
。
そ
の
父
も
昭
和
五
十
四
年

十
二
月
八
十
歳
で
他
界
し
た
。

母
の
遺
品
整
理
を
契
機
に
、
四
十
年
前
の
遺
物
と
し

て
封
印
し
た
は
ず
の
あ
の
悔
し
い
痕
跡
が
裡
に
芽
生
え
、

母
の
無
言
の
愛
を
感
ず
る
こ
と
な
く
反
発
し
た
禍
根
の

感
情
、
こ
の
ま
ま
埋
も
れ
る
の
か
と
い
う
狼
狽
だ
っ
た
。

母
は
私
の
青
臭
い
野
心
を
察
し
、
未
知
の
才
能
を
盲
信

し
て
天
袋
戸
棚
に
原
稿
束
を
内
緒
で
隠
し
た
の
か
、
今

と
な
っ
て
は
聞
く
術
も
な
い
。

も
し
あ
の
時
、
天
袋
戸
棚
に
原
稿
束
を
発
見
し
得
な

か
っ
た
な
ら
、
自
堕
落
な
余
生
に
安
住
し
昔
の
夢
を
追

う
物
書
き
を
決
断
し
て
い
な
い
に
違
い
な
い
。

平
成
十
五
年
二
月
、
「
た
な
か
踏
基
の
小
説
の
部
屋
」

Ｈ
Ｐ
開
設
は
、
母
が
逝
っ
て
か
ら
二
カ
月
後
で
あ
る
。

今
で
は
物
書
き
に
専
念
で
き
る
環
境
整
備
の
た
め
、
独

自
ド
メ
イ
ン
を
確
保
、
Ｈ
Ｐ
専
用
サ
ー
バ
ー
上
に
作
品

を
発
表
し
続
け
管
理
運
営
し
て
い
る
。

Ｈ
Ｐ
上
に
「
奇
妙
な
～
」
シ
リ
ー
ズ
と
い
う
作
品
群

が
あ
る
。
本
年
一
月
の
前
著
に
続
き
、
十
月
幻
冬
舎
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
か
ら
上
梓
の
『
奇
妙
な
羽
衣
伝
説
』
は
第

六
弾
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
出
版
は
四
冊
目
を
数
え

る
こ
と
に
な
る
。
あ
る
溺
死
体
が
湖
に
漂
う
。
絹
産
業

の
歴
史
の
闇
を
紐
解
き
裏
に
蠢
く
国
際
的
謀
略
と
、
絹

の
魔
力
に
と
り
憑
か
れ
た
者
達
の
波
乱
の
運
命
を
描
く

ハ
ー
ド
カ
バ
ー
版
長
編
ミ
ス
テ
リ
ー
で
あ
る
。

幸
い
前
著
『
奇
妙
な
受
精
卵
』
が
全
国
図
書
館
司
書

の
方
々
の
関
心
を
呼
び
、
ミ
ス
テ
リ
ー
と
い
う
よ
り
現

代
医
学
の
ホ
ラ
ー
小
説
と
し
て
評
判
で
、
印
税
が
増
え

る
結
果
と
な
っ
た
。
苦
境
の
出
版
界
に
あ
っ
て
、
拙
本

を
紀
伊
国
屋
系
列
書
店(

ネ
ッ
ト)

で
全
国
配
本
す
る
幻

冬
舎
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
罰
が
あ
た
る
。

日
本
の
出
版
文
化
は
今
大
き
な
曲
が
り
角
に
あ
る
と

い
う
。
各
地
で
出
版
社
や
本
屋
倒
産
の
知
ら
せ
を
聞
く
。

私
の
作
品
を
当
初
か
ら
評
価
し
、
最
も
販
売
支
援
し
て

く
れ
た
明
治
二
十
三
年
創
業
の
松
本
一
番
の
老
舗
書
店

の
鶴
林
堂
も
本
年
二
月
に
自
己
破
産
し
た
。

果
た
し
て
、
今
後
物
書
き
と
し
て
成
功
す
る
か
ど
う

か
は
全
く
未
知
数
で
あ
る
。
い
や
六
十
歳
の
物
書
き
の

前
途
は
決
し
て
明
る
く
な
い
。
文
学
賞
に
挑
戦
す
る
に

は
余
り
に
遅
す
ぎ
る
し
、
応
募
し
た
作
品
を
読
ま
な
い

で
、
年
齢
で
没
に
し
た
と
聞
く
や
怒
り
も
沸
い
た
が
、

彼
ら
の
背
景
は
逆
に
理
解
同
情
で
き
る
。

『
奇
妙
な
羽
衣
伝
説
』
で
は
、
幻
冬
舎
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
の
プ
ロ
の
校
閲
・
校
正
担
当
者
の
洗
礼
を
受
け
た
。

六
百
六
十
枚
相
当
の
原
稿
が
、
付
箋
付
で
真
っ
赤
に
な
っ

て
戻
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
プ
ロ
作
家
で
も
必
ず
一
度

は
こ
う
し
た
目
に
あ
う
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
版
元

か
ら
の
初
校
原
稿
に
、
一
週
間
掛
け
て
赤
を
入
れ
校
了

と
し
て
戻
し
た
。
校
了
枚
数
は
六
十
枚
程
減
っ
て
い
た
。

作
品
に
は
念
入
り
な
取
材
調
査
で
、
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
匂
い
が
あ
る
と
自
負
し
て
き
た
。
長
年
の
技
術
屋

の
キ
ャ
リ
ヤ
ー
が
そ
う
さ
せ
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
読
者
は
情
感
好
み
の
女
性
よ
り
、
理
詰
め
の
男
性

フ
ァ
ン
に
多
い
。
こ
の
度
の
洗
礼
を
、
幻
冬
舎
の
脱
皮

の
た
め
の
激
励
の
試
練
と
受
け
止
め
た
。

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
や
ス
ポ
ー
ツ
倶
楽
部
の
水
泳
に
精

を
出
し
、
体
力
温
存
を
図
る
べ
く
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

年
に
一
作
で
も
二
作
で
も
脳
ト
レ
の
積
り
で
、
作
品
執

筆
で
き
た
ら
と
願
う
。
で
も
、
六
十
歳
の
駆
け
出
し
作

家
が
い
て
も
良
い
じ
ゃ
な
い
か
と
最
近
開
き
直
っ
て
い

る
。
こ
の
年
で
青
臭
い
昔
の
夢
を
探
し
求
め
る
の
は
些

か
滑
稽
だ
が
、
何
と
か
生
き
た
証
を
活
字
に
し
て
残
し

て
い
き
た
い
。
今
日
も
ま
た
何
時
も
の
如
く
未
明
三
時

に
起
床
し
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
キ
イ
を
叩
い
て
構
想

を
練
る
私
が
い
る
。

了
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